
10月 5日（土）、開校 50周年記念 第 51回運動会が開催されます。今年もタテ割り対抗形

式で実施します。1学年から 3学年の生徒たちが赤色、緑色、黄色、オレンジ色の４色に分かれ

て競い合います。生徒たちが主体的に学校行事に取り組む姿をどうぞご覧ください。 

○祝 開校５０周年「グッド・ラックン」 

「大人」が主語でいいのか？ 

校長 神野 孝彦   
 9 月 2 日（月）からスタートした 2 学期、Ｆ組の宿泊学習、中間考査、生徒会役員

選挙など順調に教育活動が進められており、現在は、間もなく本番を迎える運動会（10

月 5 日）に向けて生徒たちは一生懸命練習に取り組んでいます。当日の生徒たちの活

躍が楽しみです。 

 

 さて、「大人ファーストな日本社会が子どもたち

の育ちをゆがめている。」と、あるノンフィクション

作家が書いている記事を読みました。具体的には、

「今は公共機関や公園でも、子どもがうるさい。」

「登下校時の子どものマナーが悪い。」「運動会練習

や本番の騒音がうるさい。」と批判されていること

です。学校行事の騒音など、昔は大人たちは我慢し

ていました。最近では「大人が迷惑だから…」と、主語が「大人」になっています。大

人に都合のいい社会ができて、子どもたちが邪魔者扱いされ、批判されている状況に

なっているなと感じることは確かにあります。 

「子どもは、周囲の人間がかかわって育てていく」ものが当たり前の昔話が、今は

少子高齢化で共働きが増え、保護者がすべて責任をもって面倒を見るというのは無理

な状況になっており、保護者自身も苦しんでいます。そう考えたとき、大人から見て

子どもたちが邪魔者扱いされないようにするために「学校に求められる役割とは何だ

ろう？」と改めて考えてみました。例えば、子育てする過程で保護者一人一人が孤立

しないよう、学校という場所を活用して地域の大人たちが関わり合うこと。家庭の中

で失われていること、できないことを学校がきちんと把握して、地域の大人たちの力

を借りて組織的にそれを体験、認識させていくこと。そういったことが、これからの

学校には必要になってくるのではないでしょうか。 
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【運動会練習の様子】 



 

＜引き渡し訓練＞ 
 本校では、９月４日に「不審者対応」を想定し

た生徒引き渡し訓練を実施しました。訓練にご協

力いただきありがとうございました。今回の訓練

で引き取りができなかったご家庭につきまして

は、一定時間お子様を学校に留め置いた後、帰宅

させました。実際に不測の事態や大規模災害が起

きた場合は、保護者の方が引き取りに来られるま

で、生徒を学校の安全な場所にて待機させておく

措置を取ることをご承知おきください。 

 

＜道徳授業地区公開講座＞ 
 ９月６日に道徳授業地区公開講座が行われ

ました。本校の重点目標である『自分も人も大

切にする生命尊重(いのち)の教育』に基づき、

各学年の発達段階に合わせた教材で授業を行

いました。学校運営連絡協議会の方々も来校

され、貴重なご意見をいただきました。ご多用

の中参観していただいた保護者の皆様、あり

がとうございました。 

 

＜宿泊学習（F組）＞ 
F組の生徒たちは、9月 1２～13日の２日間で、千葉県内房（鋸南・館山方面）に宿泊学習に

行きました。渋滞の影響で目的地への到着が遅れたり、強風により地引網が中止になったりしまし

たが、生徒たちは臨機応変に対応し、充実した 2日間を過ごすことができました。 

 

 

<霞台中生徒の活躍> 

【女子バスケットボール部】 

青梅市中学校バスケットボール市内大会 優勝 

 

【男子バスケットボール部】 

青梅市中学校バスケットボール市内大会 第３位 

 

【剣道部】 

第６５回市民スポーツ大会 

中学生男子１年生の部 第３位 劉 成祥 

 

【水泳部】 

2024年度 第 47回  

全国 JOCジュニアオリンピックカップ 

夏季水泳競技大会 

11歳～12歳クラス男子 50ｍ自由形 

第 5位  山崎 琉衣音 

 

【 Volare北多摩バレーボールクラブチーム】 

全国大会出場権獲得  大野 鉄平 

＜１０月の主な予定＞ 

２日（水）運動会予行 １８日（金）進路説明会 

５日（土）運動会         ２５日（金）職場訪問（2年 F組） 

７日（月）振替休業日       ２８日（月）TOKYO GLOBAL GATEWAY（1年） 

１５日（火）後期時間割開始 ２９日（火）三者面談始（３年） 

 


